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『
太
平
記
』
巻
六
の
構
成
と
展
開

鎌
倉
幕
府
は
'
後
醍
醐
天
皇
を
隠
岐
に
配
流
し
,
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
の
処

罰
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
請
幕
″
と
い
う
大
き
な
火
を
消
し
た
か
に

見
え
た
｡
し
か
し
'
そ
の
火
は
'
完
全
に
消
え
た
わ
月
で
は
な
く
移
動
し
っ

っ
焼
-
続
け
た
｡
そ
の
種
火
と
も
軍
フ
べ
き
役
割
を
果
た
し
た
の
が
,
楠
正
成

と
大
塔
宵
護
良
親
王
で
あ
っ
た
｡

買
平
記
』
巻
五
は
大
塔
宵
の
動
向
を
記
し
,
1
万
,
巻
三
に
お
い
て
自
害

と
見
せ
か
け
て
赤
坂
城
か
ら
姿
を
消
し
て
い
た
正
成
を
,
巻
六
で
再
登
場
さ
せ

る
｡

(
注
-
)

巻
六
の
筆
立
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

て
民
部
卿
三
位
局
御
夢
想
事

ニ
'
楠
出
張
天
王
寺
宰
相
隅
田
高
橋
井
宇
都
宮
事

三
､

四
へ

義
へ

一
＼
ヽ

｣/

谷

　

垣

　

　

伊

　

太

正
成
天
王
寺
未
来
記
披
見
寧

赤
松
入
道
固
心
賜
大
塔
営
令
旨
事

関
東
大
勢
上
洛
事

赤
坂
合
戦
事
付
人
見
本
間
接
懸
軍

第
三
早
は
'
｢
夫
年
光
不
レ
停
如
二
奔
箭
下
流
水
1
.
哀
楽
五
番
似
二
紅
紫
黄
落

響
.
葎
レ
バ
此
皆
申
ノ
有
様
'
只
夢
ト
ヤ
イ
ハ
ン
幻
ト
ヤ
イ
ハ
ン
｡
愛
書
共

二
感
ズ
レ
バ
'
挟
ノ
露
ヲ
僻
ス
事
維
レ
不
レ
始
レ
今
｣
と
'
対
句
表
現
を
使
っ
た
抽
象

(
注
2
)

的
概
観
で
始
ま
る
｡
次
に
'
①
｢
去
年
九
月
二
笠
置
城
破
レ
テ
｣
,
②
｢
先
帝

隠
岐
国
へ
被
レ
遷
サ
セ
給
シ
｣
へ
③
｢
後
ハ
'
百
司
ノ
萄
臣
悲
ヲ
抱
テ
所
々
二
寵

属
シ
七
三
千
ノ
官
女
涙
ヲ
流
シ
テ
面
々
二
臥
沈
給
フ
有
様
,
誠
二
憂
世
ノ
申
ノ

習
卜
云
ナ
ガ
ラ
L
t
　
④
｢
殊
更
哀
二
閲
へ
シ
ハ
'
民
部
卿
三
位
殿
御
局
こ
テ
留

タ
リ
｣
と
の
記
述
が
続
く
｡

①
は
巻
三
の
叙
述
を
承
け
た
も
の
で
あ
-
'
②
ほ
巻
四
を
承
け
つ
つ
,
文
中
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ヽ

ヽ

に
年
記
は
な
い
も
の
の
'
①
の
｢
去
年
九
月
｣
(
傍
点
筆
者
｡
以
下
同
じ
)
と
の

対
応
と
し
て
｢
今
年
三
月
｣
の
事
に
な
る
｡
③
で
は
'
①
と
②
と
の
結
果
と
し

て
の
先
帝
側
の
1
椴
的
状
況
が
述
べ
ら
れ
'
④
で
は
'
③
の
中
で
も
｢
殊
更
哀

二
間
へ
シ
｣
例
と
し
て
民
部
卿
三
位
局
親
子
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ

る
｡

民
部
卿
三
位
局
の
落
晩
ぶ
-
は
対
句
表
現
を
使
っ
て
語
ら
れ
る
が
'
そ
の
悲

嘆
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
'
｢
君
｣
(
夫
と
し
て
の
後
醍
醐
天
皇
)
と
｢
宵
｣

(
わ
が
子
大
塔
宮
)
と
に
対
す
る
思
い
で
あ
る
｡
｢
御
悲
ノ
遣
方
ナ
サ
ニ
｣
長
年

信
仰
す
る
北
野
社
に
参
詣
す
る
も
の
の
'
｢
此
折
節
武
家
ノ
間
モ
無
レ
慣
ニ
ハ
非

ネ
ド
モ
｣
と
い
う
厳
し
い
現
実
が
あ
る
た
め
に
｢
尋
常
ノ
育
女
房
ナ
ン
ド
ノ
参

篭
シ
タ
ル
由
｣
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
｡
こ
こ
で
も
､
｢
哀
吉
へ
ナ
ラ
バ
｣
と
過

去
の
栄
光
が
回
想
さ
れ
'
そ
れ
に
対
し
て
の
現
在
が
｢
イ
ツ
シ
カ
引
替
タ
ル
｣

と
対
照
的
に
措
か
れ
る
｡

た
だ
'
参
寵
し
た
場
面
か
ら
あ
と
は
､
｢
宮
｣
　
へ
の
思
い
は
括
か
れ
ず
'
｢
君
｣

へ
の
視
線
の
み
が
残
る
｡
こ
れ
は
へ
｢
昌
泰
ノ
年
ノ
末
二
荒
人
面
卜
成
せ
玉
ヒ

シ
､
心
ヅ
ク
シ
ノ
御
旅
宿
マ
デ
モ
､
今
ハ
君
ノ
御
恩
二
医
へ
｣
と
あ
る
よ
う
に
'

大
事
極
細
に
左
遷
さ
れ
た
菅
原
道
真
と
隠
岐
に
配
流
さ
れ
た
後
醍
醐
天
皇
と
の

共
通
点
に
惹
か
れ
た
展
開
ゆ
え
の
も
の
で
も
あ
ろ
う
｡

念
詞
の
後
'
涙
と
と
も
に
民
部
卿
三
位
局
が
詠
歌
し
｢
少
シ
御
冒
陸
有
ケ
ル

其
夜
ノ
御
夢
｣
　
に
老
翁
が
現
れ
'
｢
廻
リ
キ
テ
途
ニ
ス
ム
ベ
キ
月
影
ノ
シ
バ
シ

陰
ヲ
何
歎
ク
ラ
ン
｣
と
書
い
た
短
冊
を
残
し
て
立
ち
去
る
｡
民
部
卿
三
位
局
は
'

巻
三
に
お
い
て
'
楠
正
成
登
場
の
夢
を
自
ら
解
い
た
後
醍
醐
天
皇
と
同
じ
よ
う

に
'
自
ら
｢
歌
ノ
心
ヲ
案
ジ
｣
'
｢
君
達
二
還
宰
成
テ
雲
ノ
上
二
住
マ
セ
可
レ
給
瑞

夢
也
｣
と
解
釈
L
t
｢
潜
敷
愚
召
｣
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
｡
以
下
'
｢
誠
二
彼

聖
膚
上
申
奉
ル
ハ
'
大
慈
大
悲
ノ
本
地
'
天
満
天
神
ノ
垂
迩
ニ
テ
疫
ラ
セ
給
へ

バ
'
一
度
歩
ヲ
運
ブ
人
､
二
世
ノ
悉
地
ヲ
成
就
シ
'
健
二
御
名
ヲ
唱
ル
輩
､
商

事
ノ
所
願
ヲ
満
足
ス
｡
況
乎
千
行
商
行
ノ
紅
涙
ヲ
滴
轟
テ
'
七
日
七
夜
ノ
丹
誠

ヲ
致
サ
セ
給
へ
バ
､
懇
義
時
二
通
ジ
テ
感
鷹
忽
二
告
ア
リ
｣
と
'
北
野
天
神
の

霊
験
が
述
べ
ら
れ
'
｢
世
紀
境
季
二
維
レ
及
､
信
心
誠
ア
ル
時
ハ
蛋
鑑
新
ナ
リ
ト
'

弥
暦
数
ゾ
思
食
ケ
ル
｣
と
締
括
ら
れ
る
｡

つ
ま
-
'
こ
の
章
に
登
場
す
る
民
部
蜘
三
位
局
は
､
先
帝
ゆ
か
-
の
悲
哀
を

担
っ
た
人
物
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
'
む
し
ろ
'
北
野
天
神
か
ら
先
帝
還
幸
の

保
証
を
得
る
人
物
と
し
て
の
役
割
の
方
が
大
き
い
｡
結
局
'
｢
瑞
夢
也
｣
と
自

ら
夢
を
解
釈
し
た
民
事
卿
三
位
局
に
つ
い
て
｢
暦
数
愚
召
ケ
リ
｣
と
書
か
れ
て

い
な
が
ら
'
更
に
'
こ
の
第
三
早
の
末
文
が
｢
弥
懲
数
ゾ
思
食
ケ
ル
｣
と
'
重

複
す
る
形
の
語
句
で
終
わ
っ
て
い
る
の
は
､
現
実
の
世
を
｢
境
季
｣
と
す
る
巻

一
以
来
の
認
識
'
そ
の
現
世
に
お
い
て
｢
信
心
誠
ア
ル
｣
と
い
う
精
神
的
な
も

の
に
意
義
(
有
効
性
)
を
見
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
も
含
め
て
'
作
者
の
論
理
の

枠
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

二

巻
三
の
赤
坂
城
合
戦
で
姿
を
消
し
た
楠
正
成
は
'
元
弘
二
年
四
月
三
日
'
｢
人

夫
五
六
百
人
二
兵
糧
ヲ
持
セ
テ
'
夜
中
二
城
へ
入
ン
ト
ス
ル
｣
湯
浅
定
仏
の
動

き
を
察
知
し
｢
悉
定
ヲ
奪
取
テ
其
俵
二
物
具
ヲ
入
替
テ
'
馬
二
負
や
人
夫
二
持

セ
テ
､
兵
ヲ
二
三
百
人
兵
士
ノ
様
二
出
立
セ
テ
｣
｢
同
士
軍
｣
を
仕
組
ん
で
城
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中
に
入
-
込
む
と
い
う
〝
智
諜
″
に
よ
っ
て
'
湯
浅
氏
を
滅
ぼ
す
｡

第
二
章
は
'
三
月
五
日
に
両
六
波
羅
探
題
と
な
っ
た
北
条
時
益
･
仲
時
の
両

人
が
上
洛
し
た
事
を
短
く
記
し
た
後
'
右
の
正
成
の
再
登
場
を
措
-
｡
正
成
は

五
月
十
七
日
に
住
吉
･
天
王
寺
辺
に
兵
を
進
め
'
渡
部
橋
よ
-
南
に
陣
取
る
｡

楠
勢
の
上
洛
を
警
戒
し
た
京
都
は
｢
洛
中
ノ
騒
動
不
レ
斜
｡
武
士
東
西
二
馳
散

リ
テ
貴
賎
上
下
周
章
事
窮
-
ナ
シ
｣
と
い
う
状
態
と
な
る
｡
し
か
し
'
楠
勢
が

動
か
ぬ
た
め
'
六
波
羅
方
は
｢
聞
こ
モ
不
レ
似
'
楠
小
勢
ニ
テ
ゾ
有
覧
'
此
方

ヨ
リ
押
寄
テ
打
散
セ
｣
と
し
て
'
隅
田
･
高
橋
を
｢
雨
六
波
羅
ノ
軍
奉
行
｣
と

し
五
千
余
騎
を
派
兵
す
る
｡

1
万
'
楠
は
二
千
余
騎
の
う
ち
｢
僅
二
三
百
騎
許
｣
を
渡
部
橋
の
南
に
配
置

す
る
｡
｢
定
ハ
態
卜
敵
二
橋
ヲ
渡
サ
セ
テ
'
水
ノ
深
ミ
ニ
迫
ハ
メ
'
雌
雄
ヲ
1

時
二
決
セ
ン
ガ
為
卜
也
｣
と
あ
る
よ
う
に
'
六
波
羅
方
が
憶
測
で
動
い
て
い
る

の
に
対
し
'
楠
正
成
の
方
は
状
況
を
充
分
認
識
し
た
上
で
｢
武
略
卜
智
謀
｣
(
巻

≡
)
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
の
で
あ
る
か
ら
､
結
果
は
予
想
で
き
る
｡
合
戦
の

次
第
を
ま
と
め
る
と
(
表
1
)
　
の
よ
う
に
な
る
｡

｢
軍
奉
行
｣
と
し
て
の
責
務
を
果
た
せ
な
か
っ
た
隅
田
･
高
橋
は
､
翌
日
六

条
河
原
に
｢
渡
部
ノ
水
イ
カ
許
早
ケ
レ
バ
高
橋
落
テ
隅
田
流
ル
ラ
ン
｣
と
い
う

落
書
を
高
札
に
書
か
れ
た
た
め
｢
且
ハ
出
仕
ヲ
逗
メ
'
虚
病
シ
テ
居
｣
ざ
る
を

え
な
く
な
る
｡

錯
覚
を
繰
返
す
隅
田
･
高
橋
勢
の
敗
北
に
つ
い
て
は
へ
合
戦
後
の
六
波
羅
で

の
評
定
に
お
い
て
も
う
｢
今
度
南
方
ノ
軍
負
ヌ
ル
事
'
偏
二
賭
ノ
計
ノ
拙
二
由

レ
リ
｡
又
士
卒
ノ
臆
病
ナ
ル
ガ
敏
也
｣
と
分
析
さ
れ
る
｡
従
っ
て
'
こ
の
評
定

に
加
わ
っ
て
い
た
宇
都
宮
治
部
大
輔
の
出
陣
は
'
当
然
右
の
反
省
の
上
に
立
っ

六

羅

　

　

方

楠

　

　

正

　

　

成

　

方

1
㌧
｢
僅
ニ

三
百
騎
ニ
ハ
不
レ
過

剰
痩
タ
ル
馬
二
耗
手
綱
懸
タ

ル
腔
ノ
武
者
共
也
｣

｢
ハ
カ
予
1
シ
キ
敵
ハ
1
人

モ
無
リ
ケ
-
｣
と
隅
田
･
高

橋
に
続
い
て
､
五
千
余
騎
は

橋
を
渡
る
｡

3
､
｢
勝
二
乗
り
､
人
馬
ノ
息
ヲ

モ
不
レ
纏
セ
'
天
王
寺
ノ
北
ノ

在
家
マ
デ
｣
追
撃
す
る
｡

2
㌧
　
｢
遠
矢
少
々
射
捨
テ
'
一
戦

モ
セ
ズ
天
王
寺
ノ
方
へ
引
退

ク
｣
｡

4
㌧
　
｢
思
程
敵
ノ
人
馬
ヲ
疲
ラ
カ

シ
テ
'
二
千
騎

1
手
二
分

5
㌧
隅
田
･
高
橋
が
｢
敵
後
口
ニ

大
勢
ヲ
陰
シ
テ
タ
バ
カ
-
ケ

ル
ゾ
｣
と
下
知
し
た
た
め
､

五
千
余
騎
は
渡
部
橋
を
指
し

て
退
く
｡

7
'
橋
近
-
な
-
､
隅
田
･
高
橋

は
｢
敵
ハ
大
勢
ニ
テ
ハ
無
リ

ケ
ル
ゾ
｣
　
｢
返
セ
ヤ
兵
共
｣

と
下
知
し
た
が
'
混
乱
し
た

大
軍
は
溺
死
も
多
く
｢
残
少

ナ
ニ
被
二
打
成
一
テ
這
々
京
へ
｣

退
却
｡

テ
｣
天
王
寺
の
東
･
西
門
･

住
吉
の
松
陰
か
ら
出
撃
す
る
｡

6
'
｢
三
方
ヨ
リ
勝
時
ヲ
作
テ
迫

懸
ク
ル
｣
｡
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た
も
の
に
な
る
｡

実
際
'
宇
都
宮
は
｢
辞
退
ノ
菊
包
無
シ
テ
｣
'
巻
三
に
登
場
し
た
折
の
楠
正
成

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
ご
と
く
｢
一
人
ニ
テ
侯
共
'
先
罷
向
テ
1
合
戦
仕
り
'
及
二
難
儀
一
俵
ハ
ヾ
､

重
御
勢
ヲ
コ
ソ
申
侯
ハ
メ
｣
と
｢
誠
二
恩
定
タ
ル
体
｣
で
退
出
L
t
｢
武
命
ヲ
含

デ
大
敵
二
向
ハ
ン
事
'
命
ヲ
可
レ
惜
二
非
ザ
リ
ケ
レ
バ
'
態
卜
宿
所
へ
モ
不
レ
厨
'

六
波
羅
ヨ
リ
甫
こ
､
七
月
十
九
日
午
刻
二
都
ヲ
出
デ
､
天
王
寺
へ
｣
下
る
｡
東

寺
辺
ま
で
は
｢
主
従
僅
二
十
四
五
騎
｣
だ
っ
た
の
が
'
都
を
出
る
頃
に
は
'
五

百
余
騎
と
な
る
｡
｢
其
志
一
人
モ
生
テ
厨
ラ
ン
ト
愚
フ
者
ハ
無
-
ケ
リ
｣
と
い

う
描
写
は
'
巻
三
で
笠
置
城
を
攻
略
し
た
陶
山
一
族
に
関
す
る
｢
皆
千
二
一
モ

生
テ
厨
ル
者
ア
ラ
ジ
ト
愚
切
タ
ル
｣
と
の
描
写
と
数
似
す
る
決
死
部
隊
の
様
子

を
表
わ
し
て
い
る
｡

迎
撃
す
る
楠
側
で
は
'
和
田
孫
三
郎
の
出
撃
案
を
聞
い
て
｢
暫
愚
案
シ
｣
た

正
成
が
'
宇
都
宮
勢
に
つ
い
て
｢
7
人
モ
生
テ
厨
ラ
ン
ト
愚
者
ヨ
モ
侯
ハ
ジ
｡

其
上
宇
都
宮
ハ
坂
東
1
ノ
弓
矢
敏
也
.
紀
清
商
業
ノ
兵
'
元
来
戦
場
二
臨
デ
命

ヲ
棄
ル
事
塵
介
ヨ
リ
モ
筒
軽
ク
ス
｣
と
分
析
し
'
更
に
｢
天
下
ノ
事
全
今
般
ノ

戟
二
不
レ
可
レ
依
｡
行
末
造
ノ
合
戦
ニ
'
多
カ
ラ
ヌ
御
方
初
度
ノ
軍
二
被
レ
討
ナ

ヽ

ヽ

バ
'
後
日
ノ
戟
二
誰
力
カ
ヲ
可
レ
合
｣
と
し
て
'
｢
明
日
態
卜
此
陣
ヲ
去
テ
引
退

(

注

3

)

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

キ
'
敵
二
一
面
目
在
ル
様
二
愚
ハ
セ
｣
四
五
日
後
に
包
囲
攻
撃
を
し
て
退
却
さ

せ
よ
う
と
結
論
を
下
し
'
自
軍
を
天
王
寺
か
ら
退
去
さ
せ
る
｡

宇
都
宮
勢
七
百
余
騎
が
天
王
寺
へ
押
し
寄
せ
た
時
'
敵
は
一
人
も
い
ず
'
｢
不
レ

戦
先
二
一
勝
シ
タ
ル
心
地
｣
　
の
し
た
宇
都
宮
は
'
｢
本
堂
ノ
前
ニ
テ
馬
ヨ
リ
下

り
へ
上
官
太
子
ヲ
伏
搾
-
奉
り
'
足
偏
二
武
力
ノ
非
レ
所
レ
致
'
只
併
紳
明
併
陀

ノ
擁
護
二
懸
レ
リ
ト
､
信
心
ヲ
儀
ケ
歌
書
ノ
愚
ヲ
成
｣
L
t
京
都
へ
も
戦
勝
報

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

告
を
す
る
｡
た
だ
'
宇
都
宮
と
し
て
は
〓
面
目
ハ
有
健
ナ
レ
其
｣
'
①
更
に

進
攻
す
る
に
は
｢
無
勢
ナ
レ
バ
不
レ
叶
｣
'
②
｢
誠
ノ
軍
1
度
モ
不
レ
為
シ
テ
引

返
サ
ン
事
モ
サ
ス
ガ
｣
と
い
う
事
情
の
た
め
進
退
に
窮
す
る
｡

四
五
日
経
っ
て
'
和
田
･
楠
側
で
は
｢
和
泉
･
河
内
ノ
野
伏
其
ヲ
四
五
千
人

駈
集
テ
'
可
レ
然
兵
二
三
百
騎
差
副
'
天
王
寺
遼
二
遠
籍
火
ヲ
ゾ
焼
セ
L
t
｢
如
レ

此
ス
ル
事
南
三
夜
二
及
ビ
｣
包
囲
の
輪
を
狭
め
る
.
こ
れ
に
対
し
｢
一
軍
シ
テ

雌
雄
ヲ
一
時
二
決
セ
ン
ト
志
シ
テ
｣
い
た
宇
都
宮
は
｢
勇
菊
疲
レ
'
武
力
怠
デ
'

哀
レ
引
退
バ
ヤ
ト
恩
フ
心
｣
が
起
こ
る
｡
折
し
も
｢
紀
清
爾
裳
ノ
輩
｣
か
ら

｢
僅
ノ
小
勢
ニ
テ
此
大
敵
二
嘗
ラ
ン
事
｣
　
へ
の
懐
疑
､
及
び
｢
先
日
嘗
所
ノ
敵

ヲ
無
二
事
故
]
追
落
シ
テ
侯
ツ
ル
ヲ
'
1
面
目
ニ
シ
テ
御
上
洛
侯
へ
カ
シ
｣
と
の

提
案
が
な
さ
れ
た
た
め
'
｢
七
月
甘
七
日
夜
学
許
l
こ
宇
都
宮
勢
は
天
王
寺
か

ら
撤
退
し
て
上
洛
し
､
｢
翌
日
早
旦
ニ
｣
は
楠
勢
が
天
王
寺
に
入
る
｡

こ
の
聾
に
関
し
て
は
'
二
つ
の
〝
対
の
方
法
″
の
導
入
を
見
る
事
が
で
き
る
｡

一
つ
は
'
先
に
も
見
た
如
く
'
六
波
羅
勢
内
部
に
お
け
る
､
隅
田
･
高
橋
と
宇

都
宮
と
い
う
人
物
形
象
に
つ
い
て
で
あ
る
｡
隅
田
･
高
橋
の
二
人
は
'
味
方
か

ら
｢
計
ノ
拙
｣
を
指
摘
さ
れ
る
情
勢
判
断
の
甘
さ
'
大
軍
を
充
分
指
揮
で
き
ぬ

マ
イ
ナ
ス

統
率
力
の
な
さ
を
露
呈
す
る
事
に
よ
っ
て
'
落
書
に
戯
画
化
さ
れ
る
負
の
存
在

で
あ
る
｡
一
方
の
宇
都
宮
は
'
決
意
の
強
さ
で
は
巻
三
の
正
成
や
陶
山
1
族
'

信
心
深
さ
で
も
巻
三
の
正
成
(
長
年
観
音
経
を
読
詞
し
て
い
た
)
　
や
陶
山
(
陶

山
は
攻
め
込
ん
だ
笠
置
城
で
｢
鎮
守
ノ
前
ニ
テ
1
礼
ヲ
｣
忘
れ
な
か
っ
た
L
t

宇
都
宮
は
天
王
寺
の
｢
本
堂
ノ
前
ニ
テ
馬
ヨ
リ
下
り
'
上
官
太
子
ヲ
伏
辞
｣
ん

プ
ラ
ス

ど
)
　
に
療
似
す
る
正
の
存
在
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い
る
｡

も
う
一
つ
は
'
宇
都
宮
と
楠
と
い
う
ク
対
″
で
あ
る
｡
こ
れ
は
'
宇
都
宮
が
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撤
退
し
た
あ
と
楠
が
天
王
寺
に
入
っ
た
と
の
記
述
に
続
く
｢
誠
二
宇
都
宮
卜
楠

卜
相
戦
テ
勝
負
ヲ
決
セ
バ
'
両
虎
二
龍
ノ
闘
ト
シ
テ
'
何
レ
モ
死
ヲ
共
ニ
ス
ベ

シ
o
サ
レ
バ
互
二
足
ヲ
愚
ヒ
ケ
ル
ニ
ヤ
'
1
度
ハ
楠
引
テ
諜
ヲ
千
里
ノ
外
二
運

シ
'
一
度
ハ
宇
都
宮
退
テ
名
ヲ
1
戟
ノ
後
二
不
レ
失
.
是
皆
智
謀
探
ク
'
慮
り
遠

(
注
4
)

キ
良
婿
ナ
リ
シ
敏
也
ト
'
容
ヌ
人
モ
無
リ
ケ
リ
｣
と
い
う
箇
所
に
も
窺
え
る
も

の
で
あ
る
｡

た
だ
'
正
と
負
と
の
ク
対
″
的
構
成
と
い
う
前
者
に
対
し
て
､
こ
の
二
人
の

場
合
は
'
正
と
正
と
い
う
か
対
″
で
あ
る
た
め
に
､
1
万
を
勝
者
と
し
他
方
を

(
注
5
)

敗
者
と
す
る
よ
う
な
展
開
は
見
せ
な
い
｡
そ
の
｢
引
分
け
｣
的
結
末
を
招
来
す

る
の
が
へ
｢
一
面
目
｣
と
い
う
語
で
あ
る
｡
決
死
の
覚
悟
で
京
都
を
出
た
関
東
武

士
宇
都
宮
を
支
え
て
い
た
も
の
は
､
名
誉
を
重
ん
ず
る
コ
面
目
｣
で
あ
っ
た
｡

実
戦
で
の
勝
利
が
な
い
ま
ま
天
王
寺
を
引
き
上
げ
る
事
が
で
き
た
の
も
'
こ
の

〓
面
目
｣
ゆ
え
で
あ
っ
た
｡

ヽ

ヽ

し
か
し
'
こ
の
｢
1
面
目
｣
は
､
言
っ
て
み
れ
ば
'
楠
正
成
に
よ
っ
て
演
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
.
そ
の
意
味
で
は
'
宇
都
宮
が
手
に
し
た
｢
1
面
目
｣

は
虚
像
と
し
て
の
名
誉
で
あ
っ
た
と
い
う
事
に
も
な
る
｡

既
に
'
巻
三
の
赤
坂
城
合
戦
な
ど
に
も
瞥
見
き
れ
た
ご
と
く
へ
正
成
は
こ
の

章
に
お
い
て
も
｢
天
下
の
事
全
今
般
ノ
戦
二
不
レ
可
レ
依
｡
行
末
造
ノ
合
戦
ニ
'

多
カ
ラ
ヌ
御
方
初
度
ノ
軍
二
被
レ
討
ナ
バ
'
後
日
ノ
敬
二
誰
力
カ
ヲ
可
レ
合
｣
と
'

現
実
重
視
の
発
想
を
持
つ
人
物
と
し
て
形
象
き
れ
て
お
-
'
そ
れ
は
｢
和
泉
･

河
内
ノ
野
伏
共
ヲ
四
五
千
人
｣
動
員
し
う
る
よ
う
な
側
面
に
も
繋
が
-
を
見
せ

る
｡
そ
の
た
め
へ
再
び
天
王
寺
に
出
陣
し
た
正
成
は
｢
威
猛
ヲ
維
レ
遥
'
民
屋

二
煩
ヒ
ヲ
モ
不
レ
為
シ
テ
'
士
卒
二
縛
ヲ
厚
ク
｣
す
る
事
で
｢
近
国
ハ
不
レ
及
レ
申
,

遇
壌
遠
境
ノ
人
牧
マ
デ
モ
'
定
ヲ
聞
侍
へ
テ
'
我
モ
　
-
ト
馳
加
リ
ケ
ル
程
こ
,

其
勢
強
大
ニ
｣
な
-
え
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
見
て
-
る
と
'
宇
都
宮
と
楠
と
の
〝
対
″
的
構
成
は
'
作
者
の

書
く
｢
両
虎
二
龍
｣
と
い
う
よ
う
な
対
等
な
も
の
で
は
な
く
'
宇
都
宮
が
楠
の

掌
中
に
あ
っ
て
'
指
の
ご
と
き
楠
と
対
時
し
て
い
る
構
図
と
し
て
考
え
る
べ
き

(
注
6
)

で
あ
ろ
う
｡

≡

プ
ラ
ス

第
三
章
は
'
第
二
章
で
そ
の
正
と
し
て
の
存
在
が
拡
大
的
に
確
認
さ
れ
た
正

成
が
'
住
吉
神
社
お
よ
び
四
天
王
寺
に
参
詣
L
t
敬
虞
な
姿
勢
を
見
せ
る
と
と

も
に
'
四
天
王
寺
に
お
い
て
聖
徳
太
子
の
手
に
な
る
｢
日
本
1
州
ノ
未
来
記
｣

を
特
別
に
見
せ
て
も
ら
い
'
｢
不
思
議
ノ
記
文
｣
を
｢
不
思
議
二
覚
へ
テ
,
誰
々

思
案
シ
｣
'
北
条
氏
の
滅
亡
な
ら
び
に
後
醍
醐
天
皇
の
膚
岐
か
ら
の
遷
幸
が
｢
明

年
ノ
春
の
比
｣
で
あ
る
事
を
確
信
し
て
｢
暦
数
覚
｣
え
た
と
い
う
話
｡

第
三
早
で
の
北
野
天
神
の
保
証
が
'
今
度
は
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
確
約
き
れ

た
形
に
な
り
'
そ
の
上
'
｢
後
二
愚
合
ス
ル
ニ
'
正
成
ガ
勘
へ
タ
ル
所
'
更
三

事
モ
不
レ
達
'
是
誠
二
大
橋
聖
者
ノ
末
代
ヲ
壁
テ
記
シ
置
給
シ
事
ナ
レ
共
､
文

琴
二
統
ノ
礼
撃
へ
少
シ
モ
違
ハ
ザ
リ
ケ
ル
ハ
不
思
議
ナ
-
シ
韻
文
也
｣
と
,
倭

日
欝
ま
で
付
け
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
'
後
醍
醐
天
皇
の
隠
岐
か
ら
の
還
事
が
確

定
的
に
語
ら
れ
て
し
ま
う
事
と
な
る
｡

(
注
7
)

な
お
'
第
二
章
･
第
三
章
と
も
'
巻
五
第
四
章
に
お
い
て
'
北
条
高
時
の
奇

行
に
関
し
て
刑
部
少
輔
仲
範
が
｢
如
何
様
天
王
寺
透
ヨ
リ
天
下
ノ
動
乱
出
挙
ア
,
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国
家
敗
亡
シ
ヌ
ト
覚
ユ
｣
と
述
べ
た
予
言
の
実
現
で
も
あ
っ
た
｡

第
四
章
は
'
大
塔
宮
の
令
旨
を
受
け
て
挙
兵
し
た
赤
松
入
道
円
心
の
事
が
短

く
語
ら
れ
る
｡
巻
三
に
お
け
る
｢
河
内
国
金
剛
山
ノ
西
ニ
コ
ソ
'
楠
多
門
兵
衛

正
成
ト
テ
'
弓
矢
取
テ
名
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
侯
ナ
レ
｡
定
ハ
敏
達
天
王
四
代
ノ
孫
'

井
手
左
大
臣
橘
諸
兄
公
ノ
後
胤
｣
と
類
似
す
る
｢
播
磨
国
ノ
住
人
'
村
上
天
皇

第
七
御
子
具
平
親
王
六
代
ノ
苗
商
'
従
三
位
季
房
ガ
末
孫
こ
う
赤
松
次
郎
入
道

囲
心
ト
テ
弓
矢
取
テ
無
筆
勇
士
｣
と
い
う
紹
介
の
さ
れ
方
で
あ
る
｡

た
だ
｢
元
来
其
心
閥
如
上
シ
テ
'
人
ノ
下
風
二
立
ン
事
ヲ
恩
ハ
ザ
リ
ケ
レ
バ
'

此
時
紹
タ
ル
ヲ
経
歴
タ
ル
ヲ
興
シ
テ
'
名
ヲ
顧
シ
忠
ヲ
抽
バ
ヤ
ト
愚
ケ
ル
｣
と

あ
る
が
'
｢
此
二
三
年
大
塔
宮
二
屈
纏
奉
テ
'
吉
野
十
津
川
ノ
艶
難
ヲ
経
ケ
ル

囲
心
ガ
子
息
律
師
則
祐
｣
が
携
え
て
き
た
大
塔
宮
の
令
旨
に
添
え
ら
れ
て
い
た

｢
委
細
事
書
十
七
簡
保
ノ
恩
裁
｣
を
見
た
円
心
は
'
｢
条
々
何
レ
モ
家
ノ
面
目
'

世
ノ
所
望
ス
ル
事
ナ
レ
バ
｣
｢
不
レ
斜
悦
デ
｣
と
の
記
述
か
ら
見
て
も
'
そ
の
挙

兵
の
大
義
名
分
に
は
現
実
的
な
裏
打
ち
の
あ
る
事
も
わ
か
る
｡

楠
の
炎
は
'
天
王
寺
辺
で
火
力
を
強
め
､
大
塔
官
の
放
っ
た
火
は
'
遥
か
離

れ
た
西
播
磨
の
赤
松
円
心
に
燃
え
移
っ
て
｢
西
国
ノ
遺
止
テ
'
国
々
ノ
勢
上
洛

ス
ル
事
ヲ
得
ザ
リ
ケ
リ
｣
と
い
う
状
況
を
つ
-
り
だ
す
｡

四

第
五
章
で
は
'
第
二
章
･
第
四
章
に
お
け
る
先
帝
側
の
動
き
に
関
し
て
｢
畿

内
西
国
ノ
凶
徒
'
日
ヲ
逐
テ
蜂
起
ス
ル
由
'
六
波
羅
ヨ
リ
早
馬
ヲ
立
テ
関
東
へ
｣

注
進
が
あ
っ
た
た
め
'
幕
府
と
し
て
も
｢
サ
ラ
バ
討
手
ヲ
指
遣
セ
｣
と
い
う
事

に
な
り
へ
｢
相
撲
守
ノ
一
族
'
･
其
外
東
八
簡
国
ノ
中
ニ
'
可
レ
然
大
名
共
｣
を
中

心
に
｢
宗
ト
ノ
大
名
百
三
十
二
人
'
都
合
其
勢
三
十
菌
七
千
五
百
余
騎
｣
が
九

月
二
十
日
に
鎌
倉
を
出
発
す
る
｡
そ
の
他
'
四
国
･
中
国
地
方
を
は
じ
め
｢
塘

ジ
テ
諸
国
七
道
ノ
軍
勢
｣
が
京
都
に
集
結
す
る
｡

そ
の
軍
勢
八
十
万
騎
は
へ
元
弘
三
年
正
月
晦
日
に
｢
三
手
二
分
テ
'
吉
野
･

赤
坂
･
金
剛
山
'
三
ノ
城
へ
｣
'
①
吉
野
へ
は
二
階
堂
出
羽
入
道
道
蕗
を
大
将
と

す
る
二
万
七
千
余
騎
'
①
赤
坂
へ
は
阿
曽
弾
正
少
粥
を
大
将
と
す
る
八
万
余
騎
'

③
金
剛
山
へ
は
陸
奥
右
馬
助
を
｢
域
手
ノ
大
将
｣
と
す
る
二
十
万
騎
が
派
兵
き

れ
る
｡
た
だ
'
こ
の
章
で
は
'
③
の
｢
侍
大
将
｣
と
し
て
｢
大
手
｣
に
向
か
っ

た
長
崎
悪
四
郎
が
'
わ
ざ
と
｢
己
ガ
勢
ノ
程
ヲ
人
二
被
レ
知
ト
｣
思
い
｢
1
日
引

サ
ガ
リ
テ
｣
　
｢
其
行
敗
見
物
ノ
目
ヲ
ゾ
驚
シ
ケ
ル
｣
　
と
い
う
事
に
関
し
て
の
詳

し
い
描
写
が
中
心
と
な
っ
て
お
-
､
合
戦
の
具
体
的
な
展
開
に
関
し
て
は
p
①

と
③
は
巻
七
に
護
ら
れ
る
｡

第
六
章
は
'
右
の
②
を
詳
述
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
章
の
｢
人
見
本
間
抜

(
注
8
)

懸
事
｣
の
箇
所
に
つ
い
て
は
以
前
採
-
上
げ
た
事
が
あ
る
の
で
'
問
題
点
の
確

認
に
と
ど
め
た
い
｡

プ
ラ
ス

第
二
章
～
第
四
章
の
先
帝
側
の
正
の
動
き
に
対
し
て
'
第
五
章
に
お
け
る
幕

プ
ラ
ス

府
側
の
大
軍
の
動
員
も
'
1
見
正
に
見
え
る
が
'
第
六
章
で
の
実
戦
に
な
る
と
､

必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
の
展
開
は
見
せ
な
い
｡

た
と
え
ば
'
大
将
よ
-
禁
止
命
令
の
出
て
い
た
｢
抜
懸
｣
を
敢
行
し
た
人
見

四
郎
入
道
恩
阿
の
言
葉
の
中
に
は
幕
府
･
北
条
氏
の
限
界
が
語
ら
れ
て
お
り
､

阿
曽
の
軍
勢
八
万
余
騎
も
｢
大
勢
ナ
レ
バ
'
愚
侮
テ
｣
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
｡

最
後
は
'
｢
播
磨
国
ノ
住
人
吉
河
八
郎
｣
　
の
進
言
に
よ
っ
て
赤
坂
城
の
水
路
を
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断
ち
'
城
側
の
平
野
入
道
以
下
二
百
八
十
二
人
を
降
参
さ
せ
る
事
が
で
き
た
も

の
の
'
｢
合
戦
ノ
事
始
ナ
レ
バ
'
軍
神
二
祭
テ
人
二
見
懲
サ
セ
ヨ
ト
テ
'
六
条
河

原
二
引
出
シ
'
1
人
モ
不
レ
残
首
ヲ
別
テ
被
レ
感
｣
た
た
め
'
｢
吉
野
･
金
剛
山
二

寵
-
タ
ル
兵
其
モ
'
弥
獅
子
ノ
歯
噂
ヲ
シ
テ
'
降
人
二
出
ン
ト
愚
フ
者
ハ
無
-

ケ
リ
｣
と
い
う
決
意
を
さ
せ
る
事
と
な
-
'
攻
撃
側
の
完
全
な
勝
利
と
い
う
語

り
口
に
は
な
っ
て
い
な
い
｡

更
に
'
そ
の
あ
と
に
続
-
｢
罪
ヲ
緩
フ
ス
ル
ハ
賭
ノ
諜
也
卜
云
事
ヲ
知
ラ
ザヽ

リ
ケ
ル
六
波
羅
ノ
成
敗
ヲ
､
哲
人
毎
押
ナ
ベ
テ
'
意
カ
リ
ケ
-
上
申
シ
ガ
'
幾

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

程
モ
無
シ
テ
悉
亡
ビ
ケ
ル
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
｡
情
ハ
人
ノ
為
ナ
ラ
ズ
｡
飴
二
慣

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヲ
極
メ
ツ
､
'
雅
意
二
任
テ
振
舞
へ
バ
'
武
運
モ
早
ク
撃
一
ケ
-
｡
因
果
ノ
道

(
注
9
)

理
ヲ
知
ル
ナ
ラ
バ
'
可
レ
有
レ
心
事
共
也
｣
と
の
末
文
は
'
教
訓
を
含
み
つ
つ
今

マ
イ
ナ
ス

後
の
展
開
を
先
取
-
し
て
幕
府
側
の
負
を
強
く
語
っ
て
い
る
｡

五

(
注
柑
)

と
こ
ろ
で
'
第
二
章
の
天
王
寺
合
戦
記
に
つ
い
て
は
'
今
井
正
之
助
氏
が
､

｢
日
付
｣
記
事
を
史
実
と
比
較
し
'
｢
史
実
よ
-
も
七
ケ
月
も
早
く
活
動
し
て
い

る
｣
正
成
に
つ
い
て
'
｢
『
太
平
記
』
が
'
元
弘
二
年
三
月
七
日
の
後
醍
醐
隠
岐

遷
幸
後
の
空
白
を
嫌
い
'
慣
ら
に
正
成
が
}
人
反
幕
府
運
動
を
再
開
し
た
と
す

る
た
め
の
'
意
識
的
な
虚
構
で
あ
ろ
う
｣
と
さ
れ
た
｡

(
注
1
ー
)

又
'
長
谷
川
端
氏
も
'
『
太
平
記
』
と
『
楠
木
合
戦
注
文
』
と
の
比
較
に
よ

っ
て
｢
正
成
の
第
二
次
の
挙
兵
･
合
戦
は
'
太
平
記
に
お
い
て
は
約
七
カ
月
早

め
ら
れ
て
い
る
｣
こ
と
を
確
認
し
'
正
慶
二
年
(
元
弘
三
年
)
一
月
の
｢
和
泉
･

河
内
合
戦
｣
が
省
略
さ
れ
て
い
る
事
も
含
め
て
｢
太
平
記
に
お
け
る
虚
構
だ
と

判
断
｣
き
れ
た
｡
更
に
'
『
太
平
記
』
作
者
が
｢
宇
都
宮
に
代
っ
て
正
成
を
天

王
寺
へ
入
れ
た
｣
理
由
は
'
｢
正
成
が
太
子
未
来
記
を
読
ん
で
'
後
醍
醐
天
皇

の
還
率
'
北
条
幕
府
の
転
覆
そ
し
て
建
武
の
天
皇
政
治
の
実
現
を
確
信
す
る
必

要
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
'
そ
の
た
め
正
成
は
天
王
寺
に
戻
ら
ぬ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
｣
と
L
t
｢
太
平
記
の
作
者
は
'
北
条
政
権
を
倒
し
時
代
を
変
革

す
る
に
相
違
な
い
人
物
と
し
て
正
成
像
を
構
想
じ
'
読
者
･
聴
者
の
抱
く
太
平

へ
の
期
待
を
形
づ
-
る
た
め
に
'
正
成
の
｢
不
思
議
｣
な
戦
法
だ
け
で
な
く
,

｢
天
狗
山
伏
｣
の
イ
メ
ー
ジ
や
正
成
の
怨
霊
す
ら
も
動
員
し
て
い
る
｣
こ
と
,

天
王
寺
合
戦
に
お
け
る
｢
史
実
の
歪
曲
も
'
こ
う
し
た
面
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
,

必
然
性
を
も
っ
た
作
為
だ
と
言
え
る
｣
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
｡

(
注
_
2
)

大
森
北
義
民
は
'
今
井
･
長
谷
川
氏
の
論
考
を
｢
構
想
に
つ
い
て
考
え
る
場

合
重
要
で
あ
る
｣
と
し
た
上
で
'
｢
天
皇
の
ク
｢
聖
運
｣
を
開
-
″
と
述
べ
て
巻

三
に
登
場
し
た
あ
の
人
格
が
'
こ
こ
か
元
弘
の
内
乱
″
始
発
の
時
点
に
再
登
場

し
た
こ
と
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
｣
正
成
に
つ
い
て
の
｢
構
想
上
の
位
置
と

役
割
に
注
目
L
 
L
t
巻
六
前
半
部
(
流
布
本
の
第
一
～
四
章
｡
筆
者
注
)
杏
,

｢
1
　
後
醍
醐
の
後
宮
の
悲
し
み
と
'
後
醍
醐
〝
復
権
″
の
予
告
｣
｢
2
　
正
成
､

天
王
寺
に
現
れ
'
六
波
羅
軍
と
合
戦
(
タ
天
王
寺
合
戦
し
｣
｢
3
　
正
成
'
天
王

寺
の
ク
未
来
記
″
を
み
て
'
〝
天
下
の
動
乱
″
と
〝
先
帝
の
復
権
″
を
予
測
｣
と

い
う
記
事
(
章
段
)
の
構
成
か
ら
成
る
と
し
､
正
成
像
に
つ
い
て
｢
第
1
部
世

(
注
ー
3
)

界
の
そ
の
構
想
を
支
え
る
二
つ
の
方
法
と
も
密
接
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
の
典
型

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
物
で
あ
る
｣
と
さ
れ
た
｡

｢
序
｣
に
始
ま
-
'
巻
1
か
ら
巻
六
ま
で
に
範
囲
を
限
定
し
て
も
'
『
太
平
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記
』
作
者
は
'
三
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
｢
構
想
｣
の
も
と
に
'
今
'

仮
に
纏
め
る
と
す
れ
ば
'
①
｢
概
観
･
要
約
｣
へ
　
③
｢
展
開
｣
'
⑨
｢
批
評
L
t

④
｢
予
言
｣
等
を
組
合
わ
せ
て
､
物
語
を
進
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
｡
巻
六
の

場
合
'
第
7
章
は
①
と
㊥
'
第
二
章
は
②
'
第
三
章
は
④
'
第
四
章
は
②
'
第

五
章
は
②
'
第
六
章
は
①
と
③
と
④
に
よ
っ
て
へ
そ
れ
ぞ
れ
構
成
さ
れ
て
い
る

と
見
る
事
が
で
き
る
｡
勿
論
'
単
純
に
分
類
す
る
事
は
で
き
な
い
が
'
①
や
④

は
'
物
語
中
の
巻
を
越
え
て
'
あ
る
い
は
巻
を
連
接
す
る
べ
く
導
入
さ
れ
る
文

学
的
方
法
で
あ
-
'
③
と
と
も
に
'
さ
ほ
ど
長
文
に
は
な
ら
な
い
.
7
万
'
②

は
①
や
④
に
基
づ
い
て
具
体
的
に
語
ら
れ
る
た
め
に
相
当
長
文
に
な
る
事
が
多

い
｡
た
だ
'
同
じ
｢
展
開
｣
で
も
'
第
二
章
や
第
六
章
の
大
部
分
の
よ
う
に
詳

述
さ
れ
る
場
合
と
'
第
四
章
や
第
五
章
の
よ
う
に
'
｢
展
開
｣
に
進
ん
で
行
-

た
め
の
｢
始
動
｣
･
｢
繋
ぎ
｣
･
｢
経
過
｣
と
で
も
言
う
べ
き
要
素
を
持
っ
た
も
の

も
あ
り
'
そ
れ
ら
は
比
較
的
短
い
も
の
が
多
い
｡
又
'
故
事
が
引
用
さ
れ
る
の

は
①
や
④
に
多
く
'
⑨
や
｢
論
述
｣
｢
解
釈
｣
な
ど
の
場
合
に
先
例
と
し
て
の

故
事
引
用
が
見
ら
れ
る
事
も
あ
る
｡
そ
し
て
'
④
は
神
仏
の
霊
験
欝
と
結
び
つ

く
場
合
が
多
い
｡

(
注
1
4
)

長
谷
川
氏
の
言
わ
れ
る
｢
楠
正
成
の
合
戦
欝
の
数
型
化
｣
と
い
う
事
も
'
本

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

稿
で
言
及
し
て
き
た
人
物
形
象
に
お
け
る
数
似
性
な
ど
の
問
題
と
と
も
に
'
右

に
望
不
し
た
'
物
語
を
組
み
立
て
る
文
学
的
方
法
と
関
連
さ
せ
て
考
察
す
べ
き

事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

結
局
'
巻
五
に
お
い
て
は
北
条
高
時
個
人
の
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
傾
向
に

マ
イ
ナ
ス

あ
っ
た
負
の
要
素
が
'
巻
六
に
お
い
て
は
'
三
氏
の
論
考
の
中
に
も
見
ら
れ
る

ご
と
-
'
幕
府
全
体
･
武
士
集
団
に
及
ぶ
形
で
拡
大
さ
れ
て
行
き
'
1
万
七
そ

プ
ラ
ス

れ
と
は
対
照
的
に
'
先
帝
側
が
'
多
少
の
敗
戦
を
経
な
が
ら
も
正
の
傾
向
を
強

め
て
行
っ
て
い
る
事
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

(
注
)

l
　
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
(
岩
波
書
店
)
　
に
よ
る
｡

2
　
西
源
院
本
に
は
'
こ
の
一
文
が
な
い
｡

3
　
大
森
北
義
民
は
'
そ
の
著
｢
『
太
平
記
』
の
構
想
と
方
法
｣

･
昭
和
6
3
年
3
月
3
0
日
)
　
の
第
二
章
第
三
節
に
お
い
て
'

成
の
事
を
〝
退
く
良
将
″
と
表
現
し
て
お
ら
れ
る
｡

(
明
治
書
院

こ
の
様
な
正

西
掠
院
本
は
｢
也
｣
で
終
わ
っ
て
い
る
｡

た
と
え
ば
巻
三
に
お
い
て
も
'
楠
と
陶
山
1
族
と
の
対
決
は
な
か
っ
た
｡

長
谷
川
端
氏
は
'
そ
の
著
『
太
平
記
の
研
究
』
(
扱
古
書
院
･
昭
和
5
7
年

3
月
3
 
1
日
)
の
Ⅲ
に
お
い
て
'
｢
宇
部
官
公
綱
が
'
正
成
と
の
天
王
寺
の

戦
い
に
お
い
て
千
曳
を
交
え
ず
に
武
将
と
し
て
の
名
を
全
う
し
た
へ
と

評
価
す
る
な
ど
は
多
分
に
前
時
代
的
で
す
ら
あ
る
｡
公
綱
が
礼
儀
正
し

-
'
坂
東
一
ノ
弓
矢
取
で
あ
-
'
命
を
塵
介
よ
-
も
軽
し
と
し
'
天
王

寺
の
廟
に
詣
で
る
武
将
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
｣
と
述
べ
て
お

れ
る
｡

9

｢
相
摸
入
道
弄
二
田
築
一
軍
飼
犬
事
｣

『
太
平
記
の
説
話
文
学
的
研
究
』
(
和
泉
書
院
二
九
八
九
年
一
月
三
一

冒
)
第
二
牽
｡

酉
源
院
本
に
は
な
い
｡
玄
玖
本
は
あ
る
が
'
鈴
木
登
美
嘉
氏
は
｢
別
筆

の
補
入
｣
と
き
れ
る
　
(
｢
尊
経
閣
文
庫
蔵
太
平
記
覚
え
書
｣
(
｢
国
文
｣
第

1
 
4
号
･
昭
和
3
5
年
)
)
0

｢
正
成
7
人
未
ダ
生
テ
有
卜
間
食
侯
ハ
ー
『
太
平
記
』
に
お
け
る
楠
正

成
の
位
置
T
｣
(
｢
国
語
と
教
育
｣
第
3
号
･
昭
和
5
3
年
)
0

注
6
の
著
書
･
Ⅳ
｡

注
3
の
著
書
･
第
三
卑
第
四
節
｡

大
森
氏
は
'
〝
｢
序
｣
の
方
法
″
と
か
｢
不
思
議
｣
の
方
法
ク
を
『
太
平
記
』

に
お
け
る
｢
二
つ
の
方
法
｣
と
さ
れ
る
｡

注
6
の
著
書
･
Ⅲ
｡
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